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マルクス・エンゲルス研究と犯罪学
一クルト・ミュラーの対話より一
Kurt　M汕er
尼　寺　義　弘訳
　この言己事はDDRの月刊誌＞Forum　def　Krimi－
mhstik＜1983年，ユ月，2月，3月の各号に掲載
されたKurt　M廿11efの経歴と対語の記録である。
原文の表題は＞Handschriftenexpefte　im　Dienst
der　Kriminalistik　und　Marx－Engels－Forschung＜
である。r阪南論集』社会科学編第22巻第1号掲載
の”マルクスと私“および同巻第2号掲載の”マル
クスの，筆跡‘と犯罪学“とを合わせて読んで頂け
れば幸いである。注の作成と訳出にあたりProf．
Dr，H．SchwabとDf．A．KrbbefとH．J．
Pettefに御教示を得た。厚く御礼申し上げたい。
　Kuft　Munefの略歴
　退役少佐Kurt　Mせnerは80才の誕生日を機に祖
国功労金章1〕を授与される。
　！902年6月21日生まれ。資本主義の搾取とヒトラ
ーファシズムに反対する活動的な戦士。ユ933年逮捕
されファッショ的な裁判により自由刑（Freiheits－
Strafe）に処せられる。
　1946年1月7日より刑事警察の一員。／952年より
年金生活に入るまでベルリンのそのころの犯罪研究
所（今日0）ドイツ人民警察犯罪研究所）の筆跡研究
の指導者。
　人艮警察を退職してからはドイツ杜会主義統一党
中央委員会付属マルクス・レーニン主義研究所で活
躍する。
　その社会的生活と業績があの高い国家的な勲
章で評価された労働者のベテランはだれなの
か。
　退役少佐クルト・ミュラーは現在80才，熟練
の錠前工，ナチスによって迫害された者，第一
期の模範労働者，ドイツ人民警察の功労ある一
員，十年以上にわたりドイツ社会主義統一党中
央委員会付属マルクス・レーニン主義研究所の
マルクス・エンゲルス部門の共同研究者であ
る。彼は自分自身のことについて，私の階級と
党が期待したことをつねにやってきた，と語っ
ている。
　ミュラー同志は数千の他の同志と同じように
自分の義務以上の多くのことを行なってきた。
彼は自分の全生涯，白分の知識と能力のすべて
を資本主義の搾取と抑圧に反対し戦争とファシ
ズムに反対し社会主義と平和のための労働者階
級の闘いに捧げた。
　昔からの多くの刑事警察官やその他の人民警
宮たちは，クルト・ミュラーのことを新しい警
察の，人民警察の建設と強化のために協同して
仕事を行ったころから，そしてまた犯罪に対す
る闘いをともにしたころから知っている。彼の
ドイツ人民警察の隊列からの名誉ある引退のの
ち，彼とともに党から与えられた課題を解決し
たかっての同志たちすべては，彼の人柄と業績
について尊敬の念をもって語っている。
　労働者階級とその党への揺ぎのない信頼，階
級闘争のあらゆる状況のもとでつねに明確な態
度をとること，社会主義および共産主義的な責
務への犠牲的精神，勇気，持続力，根気づよ
さ，謙虚さ，人を援助すること，そして高齢に
なるまで旺盛な知識欲，それらのことすべてに
おいてクルト・ミュラーは私達の模範であり，
将来の刑事警察官の模範ともなるであろう，そ
のような同志であったし，現在もそうである。
　私達の社会主義国家の刑事警察宮の構成員の
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職業倫理が問題となるとき，彼はどの刑事警察
官にとっても発展させられ，刻印されるに値
し，そして共有されるべきそうした諸特徴を具
現した多くの同志の一人に数えられる。
　クルト・ミュラーは1902年6月211ヨグローセ
ンハイン（GroBenhain一ドレスデンの近郊）
で生まれる。父は植字工，母は工場労働者であ
った。すでに子供のときからクルトと三人の兄
弟姉妹は身をもって資本主義のものすごい残忍
さを感じとっていた。小さいときに彼らは，カ
ール・マルクスが書いているように，人問は卑
しめられ，奴隷化され，見捨てられた，軽蔑さ
れた存在である2〕，というような条件のもとで
生活することを体験した。父はユ911年5月1日
のメーデーに参加したため即時解雇された。資
本主義と戦争に反対する労働者階級の閾争に参
加したため経営者は彼をブラック・リストに掲
せた。それは多年の失業を意味した。母は四人
目の子供が生まれてからは工場へはもはや働き
にでることができず，内職で一家全員の乏しい
生計を稼いだ。石油ランプの光の下で彼女はし
ばしば夜遅くまでほかの家族のためにシャツや
シーツを縫った。自分たちの苦しい生活状態に
もかかわらず父母は他人をできる隈り援助し
た。母は毎臼朝早く連れてきて夕方迎えにくる
他の労働者一家の二人の子供の両倒をもみた。
そうしてその子供たちの両親に仕事ができるよ
うにしたのである。杜会的連柑の考え方が非常
に早くから彼の心に刻み込まれた。
　子供のころと修業時代に体験し知ったすべて
のことが，その後の人生全体を決定ずけた。
　ユ8才でSPD（ドイツ社会民主党）の党員と
なる。絶えずKPD（ドイツ共産党）の同志た
ちと密接な関係をもち，ワイマール共和国の時
代に資本主義の搾取と台頭するファシズムに反
対する多くの行動に彼らとともに参加する3）。
　ユ933年クルト・ミュラーはすでに非合法で活
動していたドレスデンの共産主義青年同盟の同
盟員となる。”ほんとうに国全放火をやった者“
と名づけられたビラの作成と配布を功け，1933
年の秋ナチによって彼と抵抗グループの他の党
員たちは投獄される。9ヵ月後ファシストの裁
判所（B1utjustiz）は禁止されている共産主義
青年同盟をつづけているという理由で，保護検
東（Schutzhaft）“という刑を彼に申し渡した。
　監獄のなかで彼は独学によって筆跡の研究に
ついての矢口識を手に入れ乱釈放された後も彼
は自動車修理工としての職務とならんでこの興
味ある分野に大きな注意を払った。戦争はスパ
ナと虫メガネの仕事を中断させた。ファシズム
の崩壊後同志クルト・ミュラーは第一期の模範
労働者の一人となり，新しい社会秩序を積極的
に支援するために1946年にドイツ人民警察の隊
列に参加する。！945年にKPDの党員となる。
　彼はその学識によって当時のザクセン人民警
察の地方局で刑事犯罪事件の筆跡研究を組織す
る任務をうけ取る。その研究はやがてあらゆる
筆跡専門家のための教育センターとなっ㍍彼
の鑑定の多くが犯罪を一とりわけナチと戦争
犯罪者とのそれが最も重い犯罪であることを
一証睨した。当時のザクセン州の第一期人民
警察の一員として彼は1950年にドイツ人民警察
の功労章を受けた。
　同志ミュラーは成長し発展をとげてドイツ人
民警察の指導的な筆跡専門家となる。ユ952年に
筆跡研究の指導者として犯罪技術研究所に招聰
される・ここで彼は今口なお犯罪研究所の理論
的・実践的な活動にとってこの分野で重要であ
る筆跡研究の科学的洞察において卓越した成果
を達成した。彼のもとで次代の政治的に意識的
な戦士であり，専門的に高い質をもった同志で
あることを実際に証呪した数多くの若い幹部が
育てられた。
　人民警察の隊列から引退後，，年金生活“をお
くることはクルト・ミュラーの好むところでは
なかった。それゆえ彼は1964年社会主義統一党
中央委員会付属マルクス・レーニン主義研究所
のマルクス・エンゲルスの筆跡の解読を支援す
るようにという党の要請を喜んで受け八れた。
この新しい課題に彼は持ちまえの辛抱づよさと
入念さとで収り組んだ。
　この分野で同志ミュラーは画期的な研究一一
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それは1976年フリードリヒ・エンゲルス賞の授
与として評価された一をなしとげる。彼は従
来何らの総括的で科学的な基礎のなかった研究
に対して大系性と正確な研究の基礎を創造し
た。彼の根本的な完成作晶である。カール・マ
ルクスとフリードリヒ・エンゲルスの筆跡の、
特別な顧慮のもとでとくに困難な筆跡の体系的
な解読’はMEGA（メガ）の研究にとって重
要な意義をもつことを証明した4｝。彼の学問上
の業績は・ミュラー入門書“として知られてい
る。
　ベルリンの研究所で同志ミュラーは彼の。入
門書’にもとづいて包括的な解読カード・索引
をつくりあげ，みずから複雑なテキストを解読
しその研究グループの同志たちを教えた。
　同志クルト・ミュラーの，さらには刑事警察
の第一期の他の模範労働者たちの生涯と仕事を
書き記すことにする。それはとくに私達の社会
主義ドイツ艮主共和国で生まれ成長した若者た
ちに，老人“の生活や闘争や労働の体験を伝
え，それで伝統を保護することへの寄与をなす
ためである。トーマス・マンはかって。伝統，
それも進歩的な生活の必然的なエレメントをな
す伝統は重要である。“と書いている。そして
クララ・ツェトキンは，革命的な伝統を促進的
で教育的な創造的な力をもっているものとして
特徴づけている。
　つぎの対話は，　クルト・ミュラーとFomm
der　Kriminalistik〔以下，F．K．と略すr訳
者〕とのものである。彼はそのなかで筆跡専門
家への道や刑事としての活動やマルクス・レー
ニン主義研究所での活動について興味のある多
くのことを物語っている。
　F．K．：ミュラー同志これまでにすでにあな
たの生活のいくつかの部面について読者にお知
らせしてきました。きっとあなたは現在活動し
ているたいていの若い刑事たちに多くの価値の
ある興味深い生活体験を伝えることができると
存じます。
　Genosse　Kurt　M廿11er〔以下，K．M．と略
す一訳者〕：私のようにすでに人生80年をこえ
てつねに社会的に活動している人にとってはお
知らせすることのできる多くの興味深い話があ
ります。この雑誌で私はもうぱら人民警察官
に，なかでも私も仕事をともにしていた刑事警
嚢官の職務分野の構成員に話を向けていますの
で，おもに私の生活のこの時期そしてそのつぎ
の時期に集中したく思います。
　F．K．：すでに1946年1月にあなたは労働者
階級のなお日の浅い武装機関一人民警察の一
員になっています。どうして人民警察官になり
ましたか。
　K．M．：私は栄光あるソビィエト軍による
ファシズムの崩壊後爆撃で完全に破壊されたド
レスデンヘ1945年に帰ったとき，資本主義とナ
チ圧政に反対する共同の闘いで知り合った同志
たちとの連絡をとろうとしました。多くの同志
はもはや生きていませんでした。我々生き残っ
た者は新しいものの形成に積極的に協力するこ
とで一致していました5〕。街路のガレキの山を
前にして通常の生活を始めるためになすべきこ
とがほんとに山ほどありました。今日再び非常
に美しいエルベの都市をみるとき人は容易にそ
のことを忘れてしまいます。
　それまでに蓄えられた階級闘争の経験はKP
Dの一員になるという臼分白身のなかにすで
に久しい以前からあった決心を熟させていまし
た。それゆえはじめからたどった私の人生航路
がそこへと導いたのです。
　ある日のこと同志たちが私に，警察へいく気
持ちと関心をもっていないかどうか，とたずね
たとき，それはかなり思いがけないことでし
た。というのはこれまで私はそうした考えをも
ったことがなかったからです。警察では信頼で
きる同志を必要としていたのです。ただちに私
は喜べませんでしたが，刑事になってほしいと
打ち明けられたとき，そこで期待されているも
のがさしあたり何であるのか全くわからなかっ
たにもかかわらず承諾の返事をしました。
　私は犯罪技術に取り組みましたが，自分の感
情はこの仕事がすでに私臼身のものにちがいな
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いと語っていました。というのは以前に多くの
手工業の職場で訓練をつんでいたからです。
　仕事の最初の日のことを全く正確に思い出す
ことができます。当時の上司は私につぎのよう
なことを言って勇気づけてくれました。，君が
犯罪技術について知らなくてもかまわない。こ
この他の人たちもそれほど多くを知っているわ
けではない。君はそれをきっと学ぷだろう。一
番重要なことは明確な政治的態度と政治的な信
頼性だ。’私は夜ごとに古いブルジョア的な犯
罪学の文献から学びましたが，若干の他の文献
は当時自由に手に入れることができなかったの
です。
　F．K．：一体どのようにしてあなたは筆跡専
門家になりましたか。
　K．M．：ここで少し前にさかのぼってくわ
しく話さねばなりません。人民警察の隊列に加
わるまで一中断はありましたが一趣味とし
て筆跡学に取りくんできました。それはつぎの
ことからきています。1933年の秋に私はナチ
によって投獄されてのち，たまたまある犯罪者
一文書偽造犯一と監房をともにしなければ
なりませんでした。私はこの男となかでも筆跡
の偽造について，とりわけ署名の偽造について
話をしました。男は幅広い”経験’と，能力“
を持ちあわせていました。
　私は以前からゲシュタポが強く確信をもっ
て，誰がどの手書きのビラやスローガンを書い
’たか，を確定できたことについて何度カ・不思議
に思っていました。それだから監房仲問にどう
してそんなことができるのかをたずねました。
私にはそれが非常に興味深くなり，さらにくわ
しく筆跡学と取り組むことになりました。
　”保護検束者‘の多くの者は，当時およそ何
か意味のあることをするために，このまたはあ
の分野で知識を完全にしあるいは新たなものを
習得することに自分の時問を使いました。多く
の者は言語を習び，私の趣味は筆跡になりまし
た。
　しばらくしてから私は文献を手に入れまし
た。私の最初の研究資料は今でも持っていま
す。それは1929年にベルリンで出版されたRo－
bert　Saudekの。実験筆跡学’です6〕。この著
作から方法論を自分のものとしましたが，著者
の考え方である，書き手が”どのようにして“
という問題に答えるためではなくて，書き手が
”誰か“という問題に答えるためという著者の
結論とは反対になりましたが。
　当時クラインモイスドルフ（K1einmeusdo－
rf）にあった刑務所から釈放されてのち一つ
いでに言えば私に判決が言い渡されたその日は
奇しくもカール・マルクスの誕生日でした一
私は自分の家族のなかで誰が筆跡を書いたかを
確定することを実際にためしてみました。これ
はすべて書き手をつきとめるということだけの
喜びからでたものでした。それが私の人生の最
も本質的で美しい章のための重要な予行演習に
なろうとはまだ気づいていませんでした。
　私が人民警察官としての職務を歩みはじめた
ころザクセン州刑事警察の筆跡鑑定の研究を誰
が仕上げまたどのようにしてそれを為しとげる
かという論理的方法にただちに興味をもちまし
た。この分野に全力を投入しようとしたので
す。1946年の秋に”筆跡の比較対照のための州
センタ」を設立するという課題が私に委任さ
れました。
　F．K．1最初の事件について一霞、いだすことが
できますか。
　K．M．：もちろんですとも。投機と詐欺が
問題でした。ゲルリッツ　（Gδr1itz）では大が
かりな配給切符の偽造が暴露されました。ある
婦人が職務上の地位を利用してその切符をくす
ね，必要な事項を書き入れて，金にするために
他の婦人に手渡したという嫌疑をかけられまし
た。配給切符のいる商晶たとえばワンピース，
背広，靴，下着，カーテンをヤミ市場で法外に
高い価格で売るためにその切符でそれらの品物
が買いあげられていたのです。
　今口私達の同志の多くはその事件が何を意味
していたかきっと想像できないでしょう。当時
あったわずかな財貨が公平に分配されねばなり
ませんでした。そのために食料配給券や配給切
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符が役立ちました。ゲルリッツのような事件は
その土地の住民の秩序正しい生計をほんとに妨
げ，生活を再び正常に戻すために気高い心で来
る日も来る日も言葉の真の意味で懸命に働いて
いた市民の窮迫と不安を増大させました。
　民問の鑑定人の筆跡鑑定の結果は，筆跡の書
き手の容疑のある婦人を断定的に容疑者から排
除することでした。それは少しも不思議なこと
ではなかったのです。この鑑定人は，新しい社
会秩序に相当な損害を与える違反行為が問題と
なったときには，きまってその違反行為から排
除するという結論を出していたことを，私はす
でに何度も確認せざるをえなかったのです。彼
はこうして自分のもつ鑑定という手段で当時わ
れわれに反対していたのです。
　私の鑑定は異なる結論をだしていました。そ
れゆえ私はこの婦人が配給切符を偽造したこと
を裁判官に信頼させるに足りるだけの，そして
明確に理解できる鑑定を努力して仕上げまし
た。ここではじめて筆跡の図式的分析という私
の方法を応用しました。この基礎にもとづいて
裁判の公判を迎えたのです。
　私は鑑定人として招かれ，被告側の弁護人は
反対の鑑定人を証人として出しました。その鑑
定人は一年ほど前に，私が筆跡の研究を教えて
くれるように依頼したことに対して，私のよう
に研究者でないものに，ましてや国民学校の教
育しか受けていないものに筆跡学を教えるとい
うことは無意味であろうと言らて断わったまさ
にその人であったのです。そのことはこの人に
とってもすでに審理の始まったときから鑑定人
として法廷に出廷する私の能力にはっきりと疑
いを入れる動機となりました。彼の弁論はほと
んどもっぱら私の鑑定能力の問題について，裁
判官に一定の確信をいだかせようとすることに
関係していました。私に対するこの反論は，裁
判官に一体この反論をしている鑑定人が私の鑑
定書を読んでいるのかどうか，という質問をお
こさせる誘囚となりました。鑑定書にもとづい
て私は応答しましたが彼はけっしてそれを用い
なかったのです。けれども裁判官は異なる把え
方をしていました。裁判官は私の鑑定を確実な
ものとして評価していました。とりわけ容易に
理解できるということ，そしてその鑑定はこれ
までの筆跡鑑定に関するその裁判官の裁判とい
う任務のなかでこれまでけっしてなかった確実
なものであると述べました。
　弁論の終りにあたって裁判官は私の鑑定に賛
成しました。またほかの証拠も起訴を支えまし
た。その結果被告とその共犯者は自由刑に処せ
られました。
　最初のこの事件は筆跡研究の方法には正しい
道があるという私の自信と信念を当然に強めま
した。こうして私は初めはドレスデンで，1952
年からはベルリンの人民警察犯罪技術研究所
で，この基礎にもとづいて多くの筆跡鑑定人を
育成し，自分自身もこの経路のなかで同時に一
層進歩しました。
　F．K．：あなたの実践的な刑事警察官の任務
の経験から今日の刑事たちに何か忠告していた
だけないでしょうか。
　K．M．：けっして見失なってはならない最
も重要なことは，どの刑事も労働者一農民権力
の代表として行動し決定しているということを
いつも意識していなければならないことです。
彼が行うことあるいはまた行わないことのすべ
てが，人間に係わりをもっており私達の社会主
義国家に役にたつかあるいは害を与えるかとい
うことなのです。
　私は去年の。FOm㎜der　Kfimina1istik“の
いくつかの号を読みました。それで私は刑事た
ちがどれほど根本的に職業倫理をそなえ，人格
の必要条件をみたして職務にいそしんでいるか
ということを知りました。それは正しくまた非
常に重要なことと思います。というのは私の経
験から明確な行動と立場とがどれほど重要であ
るかということを知っているからです。もしそ
れが高い専門的な能力と組み合わされるなら
ば，すべての事件に正しく取りくむための本質
的な諸前捉がそなわっているということです。
　私は刑事の仕事でつねに一つの根本命題を持
っていました。先入観をもたないですべての事
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実を集めました。あらゆる矛盾が明らかにされ
ないときは事件は私にとって疑いのないもので
はなかったのです。だから私は最後まで私の仕
事の結果を批判的に考察してきました。この客
観性が失敗を防ぎ，刑事としての活動で違法行
為を防ぎました。
　F．K．：同志ミュラー，あなたは年金生活に
入ってからSED（ドイツ社会主義統一党）中
央委員会付属マルクス・レーニン主義研究所を
援助して，カール・マルクスとフリードリヒ・
エンゲルスの筆跡を解読できるようにして，メ
ガ刊行に寄与するよう依頼されたことを我々は
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知っています。この頃のことについて話すべき
興味のあることが何かあるでしょうか。
　K，M．：それについて私は白分の興味をそ
そられる課題に直面しました。これらの筆跡が
これまでどのように解読されてきたかを知った
とき，私は自分のいつもの慣れた，しかし解読
者にとっては新しい方法をとることを決定しま
した。刑事の仕事と同じように行いました。
　こうして。ミュラー入門書“あいはフルネイ
ムで。カール・マルクスとフリードリヒ・エン
ゲルスの筆跡の，特別な顧慮のもとでとくに困
難な筆跡の体系的な解読’という著作ができあ
がりました。
　私の目標はだれでも，入門書’の助けで両者
の筆跡を解読できるようにすることでした。第
一部でアルファベッ．トのすべての字母を，それ
らがどのようにしてマルクスとエンゲルスによ
って書かれてきたか，という種々様々の形態変
化一書かれたときの時期に応じて区分けされ
ている一において把握しました。数字と言己号
も取り上げました。第二部で両者の利用した単
語の短縮形を論じています。この方面で両者は
非常に創造的でした。というのは二人はその時
代によく使われた短縮形とともに二人にとって
独自なそれをも用いたからです。そこで正確に
解読可能とするために適当な参考書をしばしば
捜し求め，時には本格的に追跡しなければなり
ませんでした。
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　この研究によって，これまで知られていなか
った二人の生活について非常に多くのことを知
りました。私の二人へのそしてその世界を変革
する理論への尊敬の念は一層大きくなりまし
た。
　ジェニー・マルクスが夫のかたわらで行って
いたことを私は全く尊敬してみました。ジェニ
ーがマルクスー家のひどく貧乏な生活に直面し
て泣きながら書かなければならなかった手紙を
何度私は手にしたことか7〕。文字どおりこれら
の手紙にそのことをみることができました。解
決されるべき多くのやっかいなことがありまし
た。その例をあげるとマルクスの叔父Lion　P－
hi1ipsへ宛てた手紙を解読しなければならなか
ったことがそれです畠）。1864年のこの手紙は筆
跡像からみて他の時期になされた筆跡行為とは
本質的に区別されていました。私は刑事の実践
から病気が書き手の筆跡をゆがめうることを知
っていました。たとえば神経系が傷害をうける
と整合的で流れるような筆の動きは影響を受け
うるでしょう。書くときに使う腕とか手の包帯
や添え木も作用を及ぼしうるでしょう。
　さきにあげた手紙の例は，とりわけこの時期
の他の手紙の内容の検討から，マルクスがそれ
を床についたままで書かねばならなかったと私
は確定しました。というのは彼は病気で起きら
れなかったからでした。そのことがいつもの慣
れた筆跡像からのズレを明確に説明しました。
　あるいは他の一つの例：エンゲルスは昆E“
を一般的な否定の言己号として使用しました。そ
れゆえエンゲルスでは，。Em091ich“は。un－
mOg1ich“のことなのです。　この短縮形の解を
ユ903年の古いBrockhaus－Lexikonにみつけだ
しましたo〕。この仕事ですらその性格からみて
刑事としての仕事でした。
　何年もつづくこうした細かな仕事が一枚一枚
，ミュラー入門書“を充たしました。専門家か
ら助言を求められたときそのことを自負してい
ます。というのはカール・マルクスかあるいは
フリードリヒ・エンゲルスの文書がベルリンと
モスクワにあるいはまた東京かベルリンにあ
っても専門家ではどうにもならないからなので
す。
　最後になお一言述べておきたいことがありま
す。カール・マルクスは私にとって全く偉大な
人物です。まさにそれは彼が私に筆跡の解読で
偉大なものを要求したからでもあるのです。
　F．K．：同志ミュラー，この対話ほんとうに
ありがとう存じます。さらに良き人生を健康の
うちにすごされますように。
注
1）DDRの表彰制度についてはつぎの文献を参照
　されたい。
　根本道也r東ドイツの新語』同学社，ユ981柘
　150ぺ一ジ以下。
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　全集』第1巻，大月書店，1959年，所収，同書，
　422ぺ＿ジ。
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　die　faschistische　Dikutatur1933一ユ945，Dietz
　Verlag1983．
4）K刀rt　Mtiller：Die　systematische　Entziffer－
　ung　von　schwerlesbaren　Hanすschfiften　untef
　besonderer　Berucksichtigung　der　Handsch－
　riften　von　Kaf1Marx　und　Friedrich　Engels，
　Institut　fur　Marxismus－Leninismus　in　Berlin
　1967．
5）　，Entstehen　des　Neuen‘とは，ein　neuer　Sta－
　at‘：DDRのこと。
6）　Robert　Saudek：Experimentelle　Gfaphologie，
　Berlin，Leipzig，Pan－Ver王agユ929－
7）　たとえば，Je口ny　Marx　an　Joseph　Weydeme－
　yef，20．5．1850－In：M－E－W，Bd．27，S．607
　－610・邦訳『マル・エン全集』第27巻，513－5ユ7
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　　J，Marx　an　F－Engels，27．4．ユ853．1n：M一
耳一W・Bd・281S・645・邦訳rマル・エン全集』
　第28巻，523－524ぺ一ジ。
8）　K．Marx　an　Lion　Philips，29．3．1864，In：
　M－E－W，Bd．30，S．649－651．邦訳『マル・エン
　全集』第30巻，526止528ぺ一ジ。
9）マルクスとエンゲルスが草稿，手紙などで用い
　た短縮形を理解することの困難は，彼らが個々の
　術語をラテン語の方法で短縮し，しかもそれをド
　イツ語の筆言己体で表現したということにあるとい
　われる。クルト・ミュラーの参照した主な文献は
　つぎのとおりである。
　　Adfiano　Cappe11i：Wbrterbuch　lateinischer
　und　italienischer　Abk首rzungen，Verlag　J．J．
Weber，Leipzig1901．さらに，例の否定の”E“
についてはつぎの文献にあげられている。
　Meyers－Gf0Bes－Konversations－Lexikon，Ja－
hrgal］9ユ903，Band5，unter，，E“，sowie　Band
17unter，，Sch1uB“Logik．
　”E“In　der　Logik　bezeichnet　es　einen　ange－
mein　vemeinenden　Satz．
　なお，つぎの辞典にも，，E“が論理学において
一般的な否定を意味することが記されている。
　Universal－Lexikon，Bd，9．A王tenburg，H．A．
Pierer，1842．S．189．
　Brockhaus　Conversations＝Lexiokon，f．A，
B・Brockhaus　Reipzig－1883．S・694．
　　　　　　　 　　　（ユ986年12月ユ7口受理）
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